
消防本部庁舎・市民防災センター清掃業務委託契約仕様書 

 

 

本仕様書は、消防本部庁舎・市民防災センター（以下「庁舎」という。）の清掃業務に関

して、建物の良好な環境衛生の維持と建材の保全に必要な一定の基準を定めるものである。 

 

１ 基本方針 

 （１）床材の清掃管理方式は、基本的にドライメンテナンス方式を取り入れる。 

 （２）各材質の特性を十分に検討し、最適の資材、方法で管理する。 

 （３）作業員の厳選はもとより、日常の訓練にも留意して業務を行う。 

 （４）用水、電力の使用は必要最小限にし、特に照明は作業終了後ただちに消灯する。 

 （５）貸与を受けた鍵は慎重に取扱い、業務遂行に必要な時間、場所に限って使用し、そ

れ以外の時は専用の保管場所で保管する。 

 （６）清掃用消耗品等の購入にあたっては、グリーン商品の購入に努める。 

 （７）ごみを処理する際には、再利用や再資源化など分別に努める。 

   

２ 作業範囲 

 （１）共用部分 

地下１階からＰＨ階の階段及び１階から４階のエレベーターホール、廊下、便所等

の床面、壁面、幅木及び扉、並びに灰皿、紙屑入れ等の配置された備品を作業対象

とし、詳細については別紙の定めるとおりとする。 

 （２）専用部分 

    １階から４階までの事務室・会議室・仮眠室等の専用室を作業対象とし、詳細につ

いては別紙の定めるとおりとする。 

   

３ 人員及び作業時間 

 （１）日常清掃 

土・日祭日及び年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く毎日１３時から１７

時迄の４時間とし２名体制とする。 

 （２）定期作業及びバフ作業 

   定期作業の実施月は１２月とし、その他の作業日は仕様書のとおりとする。 

 

４ その他 

（１） 業務に従事する従業員に本仕様書及び関連する手順を確実に伝達すること。 

（２） 業務に従事する従業員は、環境保全活動についての自覚の向上に努めること。 



清掃作業周期詳細表

昼間 夜間 １年１回 １年２回 １週１回 ４週１回

風除室１・２ ミカゲ 21.1 ○

風除室３ 磁器質タイル 4.8 ○

展示ホール・廊下１ ミカゲ 197.2 ○

ＥＶホール ミカゲ 37.2 ○

廊下２ ビニールＳ 63.6 ○ ○ ○

ＷＣ－１ 磁器質タイル 34.3 ○

Ａ階段 ビニールＳ 15.7 ○ ○

Ｂ階段 ビニールＳ 16.8 ○ ○

エレベーター ビニールＳ 9.6 ○

400.3

洗面洗濯室 ビニールＳ 7.0 ○ ○

脱衣室２ ビニールＳ 10.8 ○ ○

浴室 磁器質タイル 2.2

湯沸室 ビニールＴ 6.3 ○ ○

ＷＣ－２ ビニールＳ 10.0 ○ ○

更衣室 ビニールＴ 3.5 ○ ○

多目的室 Ｔカーペット 15.0 ○

仮眠室１～３ ビニールＳ 21.4 ○ ○

清掃員控室 ビニールＳ 1.2 ○ ○

清掃員控室 Ｔカーペット 5.2

救急休憩室 畳 7.3

救急休憩室 ビニールＳ 2.1 ○ ○

救急事務室 Ｔカーペット 28.5 ○

前室１・２ ビニールＳ 11.9 ○ ○

救急洗濯室 ビニールＳ 6.0 ○ ○

救急脱衣室 ビニールＳ 7.9 ○ ○

受付指令室 合成樹脂塗床 5.5 ○

防災センター事務室 Ｔカーペット 22.5 ○

地震体験室 コンクリート 14.6

火災体験室 コンクリート 44.2

消火体験室 磁器質タイル 46.2

研修室 Ｔカーペット 64.8 ○

344.1

744.4

定期清掃 バフ作業面積
（㎡）

材質名称

１階床面積合計
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１
階
共
用
部

１階専用部合計

１
階
専
用
部

日常清掃



昼間 夜間 １年１回 １年２回 １週１回 ４週１回

廊下１・３・ＥＶホール ビニールＳ 71.9 ○ ○ ○

廊下２ ビニールＳ 72.2 ○ ○ ○

ＷＣ－１ ビニールＳ 31.9 ○ ○ ○

Ａ階段 ビニールＳ 15.7 ○ ○

Ｂ階段 ビニールＳ 16.8 ○ ○

208.5

仮眠室４～１８ ビニールＴ 107.8 ○ ○

音楽隊更衣室 ビニールＴ 22.1 ○ ○

洗面室 ビニールＳ 14.4 ○ ○

ＷＣ－２ ビニールＳ 12.4 ○ ○

会議室 Ｔカーペット 43.1 ○

湯沸室 ビニールＳ 5.6 ○ ○

印刷室 ビニールＳ 11.5 ○ ○

事務室１ Ｔカーペット 170.0 ○

事務室２ Ｔカーペット 20.6 ○

ロッカー室 ビニールＴ 16.7 ○ ○

休憩室 ビニールＴ 17.5 ○ ○

和室 畳 34.0

食堂 ビニールＳ 50.3 ○ ○

厨房 合成樹脂塗床 17.4 ○

543.4

751.9

バフ作業

２階共用部合計

２
階
共
用
部

名称 材質

２
階
専
用
部

２階専用部合計

２階床面積合計

面積
（㎡）

日常清掃 定期清掃



昼間 夜間 １年１回 １年２回 １週１回 ４週１回

廊下１・ラウンジ ビニールＳ 103.2 ○ ○ ○

廊下２ ビニールＳ 21.1 ○ ○ ○

廊下３・ＥＶホール ビニールＳ 61.1 ○ ○ ○

ＷＣ ビニールＳ 31.9 ○ ○ ○

Ａ階段 ビニールＳ 15.7 ○ ○

Ｂ階段 ビニールＳ 16.8 ○ ○

249.8

控室 ビニールＴ 13.1 ○ ○

防災対策室 ビニールＳ 19.8 ○

ロッカー室 ビニールＴ 19.4 ○ ○

楽器庫 ビニールＴ 25.9 ○

事務室 Ｔカーペット 238.5 ○

消防長室 Ｔカーペット 36.2 ○

会議室 Ｔカーペット 27.8

団長・団本部室 Ｔカーペット 49.7

和室 畳 23.3

ロッカー室 ビニールＴ 21.7 ○ ○

休憩室 ビニールＳ 13.3 ○ ○

湯沸室 ビニールＳ 5.6 ○ ○

印刷室 ビニールＴ 6.0 ○ ○

大会議室 Ｔカーペット 110.6

トレーニング室 フローリング 73.4

訓練場 フローリング 325.5

1,009.8

1,259.6

定期清掃 バフ作業

３
階
共
用
部

３階共用部合計

３
階
専
用
部

３階専用部合計

３階床面積合計

名称 材質
面積
（㎡）

日常清掃



昼間 夜間 １年１回 １年２回 １週１回 ４週１回

廊下１・ＥＶホール Ｔカーペット 52.2 ○ ○

廊下２ ビニールＳ 69.1 ○ ○ ○

ＷＣ ビニールＳ 14.7 ○ ○ ○

Ａ階段 ビニールＳ 15.7 ○ ○

Ｂ階段 ビニールＳ 16.8 ○ ○

168.5

脱衣室 ビニールＳ 8.9 ○ ○

洗面室 ビニールＳ 4.7 ○ ○

仮眠室１９～２７ ビニールＳ 64.5 ○ ○

休憩室 ビニールＳ 14.4 ○ ○

視聴覚室 Ｔカーペット 86.3

通信事務室 Ｔカーペット 56.3 ○

通信指令室 Ｔカーペット 80.5

コンピュータ室 帯電性ＶＴ 56.9

ＣＶＣＦ室 帯電性ＶＴ 16.0

映写室 ビニールＴ 17.0

防災行政無線室 ビニールＴ 20.3

キャットウォーク 合成樹脂塗床 75.1

500.9

669.4

15.7

744.4

751.9

1,259.6

669.4

15.7

3,456.7

面積
（㎡）

日常清掃 定期清掃 バフ作業

床面積総合計

Ｂ１階床面積合計

１階床面積合計

２階床面積合計

３階床面積合計

名称 材質

４階床面積合計

ＰＨ階床面積合計

フ
ロ
ア
別
床
面
積

４
階
共
用
部
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４
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４階専用部合計

４階床面積合計



床材別管理実施要領
床材 日常清掃 定期清掃
ミ
カ
ゲ
石

１階

ダストクロス又は掃除機を
用いた除塵作業後、固く
絞ったモップで拭き上げ
る。

１階
２階
３階
４階

廊下２
廊下１・３、ＥＶホール廊下３、ＥＶ
ホール
廊下２

重
汚
染
区
域

１階

２階

３階

４階

洗面洗濯室、湯沸室、ＷＣ－２、救急
脱衣室、Ａ・Ｂ階段
廊下２、ＷＣ－１、Ａ・Ｂ階段、洗面
室、ＷＣ－２、湯沸室、印刷室、食堂
廊下１・ラウンジ、廊下２、Ａ・
Ｂ階段、湯沸室、印刷室、ＷＣ
ＷＣ、Ａ・Ｂ階段、洗面室

１階
２階
３階
４階

脱衣室２、更衣室、救急休憩室
休憩室
休憩室
脱衣室、休憩室

１階

２階
４階

仮眠室１～３、前室１・２、救急洗濯
室
仮眠室４～１８
仮眠室１９～２７

２階
３階

ロッカー室
控室、ロッカー室１・２

４階 廊下・ＥＶホール

重
汚
染
区
域

　アップライトバキューム
で吸塵し、染み抜きを行う

１階
２階
３階
４階

救急事務室・防災センター事務室
事務室１・２
事務室、消防長室
通信事務室

中
汚
染
区
域

１階

２階

研修室

会議室

軽
汚
染
区
域

タ
イ
ル

１階
除塵し、水拭きを行う。適
時デッキブラシを掛ける。

畳

１階
２階
３階
４階

合
成
樹
脂
塗
床

１階

２階

年に１回洗浄作業を行
い、専用ワックスを塗
布する。

ダストクロスを用い除塵作
業を行い、汚れに応じて
モップで水拭きを行う。
超高速ポリッシャーによる
バフ作業を４週間に１度以
上行い、光沢の復元及び
ワックスの補修作業を行
う。

年に１回表面洗浄を行
い、高濃度ワックスを
塗布し、乾燥後、超高
速ポリッシャーによる
バフ作業を行う。

中
汚
染
区
域

軽
汚
染
区
域

タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ

ト

年に１回洗浄作業（ド
ライ）を行い、随時部
分的にシャンプー洗浄
を行う。

風除室３、ＷＣ－１、浴室

救急休憩室
和室
和室
和室

受付指令室

厨房

作業箇所及び面積

風除室１・２、エントランスホール、展示
ホール、ＥＶホール

ビ
ニ
ー

ル
シ
ー

ト
・
タ
イ
ル



箇　所 対象物 清掃作業内容 特記事項

衛生陶器
適性洗剤を使用し、スポンジを用い洗浄
し、拭き上げる。

適時に水垢、尿石が堆積しない
よう磨き上げる。

金属部分 汚れを取り除き、拭き上げる。

鏡 適性洗剤を使用し、拭き上げる。

汚物入れ 汚物の処理後、拭き上げる。

消耗品
随時トイレットペーパー、水石鹸を補充
する。

左記消耗品は、乙の負担とす
る。

ガラス
適性洗剤を使用し、タオルで拭き上げ
る。

金属部分 汚れを取り除き、拭き上げる。

ポーチ
適時タイルに水を流しブラシをかけ、拭
き上げる。

厨　房 グリストラップ
月１回、槽内の残留物を取り除き、専用
薬剤を塗布し、油分、汚泥を完全に除去
した後、水洗いを行う。

マット
真空掃除機で除塵を行う。
２週間毎清掃・防汚処理を行う。

風除室1・2内、風除室3内外、エ
レベーター、車庫出入口(2箇所)

ごみ回収 屑入れから回収し、集積場へ搬出する。
ごみは分別収集及び計量し、再
生古紙の回収に協力する。

手摺り 適性洗剤を使用し、拭き上げる。 

エレベーター 扉・昇降スイッチを拭き上げる。

清掃対象箇所別実施要領

便　所

風除室

その他



清 掃 作 業 内 容 特 記 事 項

重 汚 染
区 域

１回／１年

中 汚 染
区 域

１回／１年

中 汚 染
区 域

１回／１年

軽 汚 染
区 域

１回／１年

軽 汚 染
区 域

１回／１年

重 汚 染
区 域

１回／１年

中 汚 染
区 域

１回／１年

軽 汚 染
区 域

１回／１年

１回／１年
２２．９㎡

　ダストクロスで防塵後、適性洗剤を塗布
し、洗浄を行う。
　汚水を回収後、拭き上げ乾燥させ、ワック
スを塗布し乾燥させる。

自動床洗浄機の使用が望ましい。

１回／１年
　適性洗剤を使用し、汚れを落としタオルで
拭き上げる。

外側高所の作業は高所作業車を使
用して行う。

１回／１年
　　　４８台

①空気吸込、吹出口の清掃。
②エアーフィルターの清掃。
③フィルター周辺の清掃。
④エレメントの清掃。
⑤異常発見時の甲への報告。

１回／１年
　　　２７台

①ファンの清掃。
②ファン周辺の清掃。
③ケージングの清掃。
④異常発見時の甲への報告。

１回／１年
　　　５８台

①空気吹出口の清掃。
②フィルターの清掃。
③フィルター周辺の清掃。
④ケージングの清掃。
⑤異常発見時の甲への報告。

天井埋込型３５台は空気吹出口の
清掃のみとする。

合成樹脂塗床

ガ ラ ス
サ ッ シ

換 気 装 置
（ロスナイ）

換 気 装 置
（天井扇）

ファンコンベ
クタ

定　期　清　掃　実　施　要　領

作 業 名 称 等

ビ

ニ

ー

ル

系

　ダストクロスで防塵後、適性洗剤を塗布す
る。
　洗浄を行い、汚水を回収後、拭き上げ乾燥
させる。
　高濃度ワックスを塗布し、乾燥後超高速ポ
リッシャーでドライバフ作業を行う。
　
　契約最終年度内にワックス剥離を１回実
施する。

但し、階段はバフ作業を除く。

カ

ー

ペ

ッ

ト

　アップライトバキュームで防塵を行い、前
処理剤を散布する。
　溶剤入パウダーを散布後、専用マシーンで
ブラシ掛けを行う。
　パウダー乾燥後、バキューム掛けを行う。
　必要に応じて部分的にシャンプー洗浄を行
う。

フリーアクセスフロア及びOAフロ
アは水を使用しない。


